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！
讃
何
人
に
も
誠
附
く
所
で
あ
る
。

●

太
傳
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
和
鐸
の
も
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
が
附
似
名
茜
き
で
あ
り
、
叉
生
硬
な
日
本
謡
で
あ
る
黙
が
、
頗
る
ギ
ュ
ッ
ラ
フ

（
以
下
Ｇ
氏
と
呼
ぶ
）
の
約
翰
傳
を
聯
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
而
も
Ｇ
氏
の
そ
伽
と
は
諜
方
の
相
識
異
な
る
も
の
で
あ
あ
こ
と
は
．
一
ゞ

昭
和
十
三
年
十
一
月
末
の
事
で
あ
っ
た
。
族
行
先
な
る
奨
崎
の
某
古
木
脳
で
求
め
僻
た
敗
冊
の
中
に
、
北
杼
教
關
係
の
揃
水
が
一
三
語

っ
た
が
、
そ
の
内
戸
－
マ
字
普
き
の
和
課
祇
藤
掛
と
共
に
、
叶
似
名
普
き
の
蝿
太
傅
だ
け
は
一
兄
珍
稀
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
た
。
こ
の
馬

f

ば
し
が
誉
１
基
督
教
の
こ
と
握
単
晴
：
県
、
ぞ
ジ
し
た
題
腫
捉
へ
『
麹
こ
と
果
蕃
息
勿
論
、
必
ず
毎
，
術
の
撤
し
郷
娠
ぃ

筋
、
稚
い
誤
を
冒
す
鮎
の
多
か
ら
う
ご
と
を
自
ら
危
む
も
の
で
あ
る
が
、
た
Ｆ
誠
課
丈
壌
に
封
す
る
諾
學
的
考
察
と
い
、
が
槻
方
に
於
て
、
か

ね
て
か
ら
こ
の
種
の
養
料
に
は
、
多
少
の
闘
心
を
も
２
」
来
た
拙
い
横
好
き
に
過
ぎ
な
い
。
故
小
野
腸
詰
の
霊
に
薦
す
る
も
の
と
し
て
も
、

些
だ
非
薄
で
は
あ
る
が
《
在
り
し
日
の
君
が
、
崇
教
的
な
梵
丈
學
の
振
課
詮
、
辿
り
に
本
誌
上
に
炎
表
さ
・
進
嵯
こ
と
を
川
想
し
て
、
こ
の
小

禰
が
全
然
縁
な
き
佛
莚
も
な
い
と
老
へ
た
か
、
心
幸
一
あ
る
。
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ー

、

伽
六

、
本
は
そ
の
披
仙
が
全
く
洋
装
で
あ
っ
て
‐
縦
八
・
六
叶
枇
五
・
三
吋
、
厚
さ
約
一
吋
の
も
の
で
あ
る
。
表
紙
は
總
革
製
の
州
蹴
凝
っ
た

も
の
で
、
別
に
文
字
は
な
い
が
、
愉
地
な
が
ら
背
の
桃
様
と
い
ひ
表
の
余
線
な
ど
と
い
ひ
、
ど
う
兇
て
も
Ⅱ
水
仕
立
の
も
の
で
は
な
い
。

中
は
厚
、
の
洋
紙
を
本
綴
ぢ
に
し
て
あ
る
が
、
そ
の
内
賜
太
傳
本
文
一
四
八
皿
別
に
織
詔
が
一
江
あ
り
、
次
に
約
翰
傳
の
一
部
分
が
一
二

、
ｆ

更
あ
り
、
礎
餘
の
雄
、
紙
が
七
二
瓦
あ
る
。
賜
太
仲
は
完
紬
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
約
輸
偲
ば
苫
き
さ
し
で
あ
っ
て
、
雌
か
に
況
求
の
九

節
ま
で
し
か
な
い
。
川
紙
は
縦
七
・
川
吋
、
樅
山
・
七
吋
の
面
に
、
鉛
錐
逓
以
て
天
地
Ｅ
祇
線
を
制
し
、
縦
線
八
本
を
裕
子
卿
に
引
い

●
藍
伽
・
諾
縦
＃
上
県
丈
と
糾
賂
診
遇
Ｉ
罫
線
冊
に
郷
か
僻
１
町
は
、
や
は
り
卿
沸
手
瞥
見
扇
・
ヘ
透
も
鼎
驚
。

《
ヨ

文
字
は
和
雛
毛
韮
仁
川
ゐ
た
も
の
で
、
標
題
並
に
承
節
の
淡
宇
で
あ
る
以
外
は
、
片
仙
名
で
将
か
れ
て
あ
オ
て
、
極
め
て
稀
に
漢
宇
に

群
い
た
所
も
あ
る
が
、
》
〆
」
れ
ら
は
す
べ
て
振
似
名
と
勿
け
て
を
勺
の
か
糾
迩
で
あ
あ
。
こ
の
木
が
腺
本
か
ら
の
移
為
で
あ
ら
う
こ
と
ば
盲

毎
《
’

一
●

ふ
ま
で
も
な
い
が
、
似
名
・
漢
字
の
乖
法
に
何
庵
と
な
く
Ｈ
本
人
の
子
で
な
い
黙
が
見
え
、
特
に
沈
字
に
は
日
本
人
の
冊
し
さ
う
も
な
い

献
縦
が
少
か
ら
が
見
え
る
。
己
述
の
装
帷
と
こ
れ
ら
害
巧
と
筵
へ
皿
せ
老
へ
た
峠
、
こ
の
本
は
ど
う
し
て
も
旧
本
に
来
て
ゐ
た
賦
米
の
傅
道

祥
な
ど
か
、
自
ら
為
し
収
富
」
所
持
し
て
ゐ
た
も
の
の
や
う
に
若
へ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
審
鰯
年
代
は
明
か
で
永
い
が
、
本
の
古
さ
か

ら
見
て
も
維
新
以
前
の
も
の
と
す
る
の
が
餐
柑
『
」
あ
ら
う
。

弦
に
本
文
の
一
般
総
裁
を
知
為
爲
に
、
巻
竹
・
巻
末
の
部
分
に
加
へ
て
↓
一
お
短
か
い
文
例
左
挿
か
、
そ
の
標
本
を
掲
げ
る
こ
と
に
す

る
。
原
文
は
些
○
分
別
も
な
い
縦
け
沓
き
で
あ
り
、
無
論
何
誠
戦
も
打
っ
て
な
い
が
、
今
は
誠
一
易
い
便
を
計
っ
て
、
私
に
適
宜
な
分
も
書

二

子

一

ｰ

智

一
〆



き
を
取
っ
た
。
尚
節
一
章
の
例
に
見
る
如
ぐ
、
本
文
に
は
す
べ
て
節
の
数
字
を
附
け
て
わ
る
こ
と
は
勿
論
、
間
有
堀
湖
に
は
傍
線
症
施
し

て
あ
る
が
、
版
組
の
煩
は
し
さ
逓
雌
っ
て
、
以
下
の
例
に
は
之
を
横
い
た
。

●
凸
・

賜
太
之
耐
昔
傳
（
こ
の
下
に
一
ザ
ン
ー
、
テ
ワ
ス
ノ
エ
ワ
ン
セ
リ
ご
と
い
↑
ミ
ン
書
き
が
あ
る
が
他
筆
の
後
入
で
あ
る
。
）

坐

鰯
一
芯
。

蛎
五
単
壹
肺
ｌ
土
前
）

あ

〃

花
洛
‐
，
〃

…
…
ヒ
ン
ナ
．
、
ロ
ノ
ヒ
ト
人
１
ワ
（
メ
デ
タ
ク
ア
リ
．
コ
レ
ソ
ノ
ヒ
ト
ワ
）
テ
ン
ノ
ク
ニ
ヲ
モ
ト
メ
ラ
ル
ナ
リ
・

マ
、
、

ナ
ゲ
キ
カ
ナ
シ
ム
ヒ
ト
、
人
、
１
ワ
メ
デ
タ
ク
ア
リ
ゴ
レ
ヅ
ノ
ヒ
ト
ワ
ア
ン
ダ
ク
ヲ
モ
ト
メ
ラ
ル
ヤ
味
ラ
カ
ナ
．
ヒ
ト

チ
ノ
リ
時

ソ
メ
デ
タ
ク
ア
リ
ゴ
レ
コ
ノ
ヒ
ト
ワ
地
ノ
猫
フ
ュ
ヅ
ラ
ル
ハ
ナ
ハ
グ
錠
一
一
シ
タ
ガ
ゥ
コ
ト
ヲ
ヒ
モ
ジ
ィ

心
Ｐ

川
七
一

一
肺

〃

ゾ
レ
デ
ピ
イ
デ
ア
ル
イ
ワ
ア
ブ
ラ
ハ
ム
ク
ウ
ヨ
リ
ジ
イ
サ
ア
ズ
キ
リ
ス
ト
ス
マ
デ
ノ
セ
ン
ゾ
タ
ウ
ヲ
ツ
ラ
Ｊ
１
、
ク
ワ

一
一
ｒ

ン
ズ
ル
ツ
タ
ヱ
キ
タ
ル
コ
ノ
セ
ン
ゾ
ツ
ケ
ナ
リ
ア
プ
ラ
ハ
ム
ワ
イ
サ
カ
ヲ
ウ
ミ
ケ
ル
イ
サ
カ
ワ
ヱ
コ
◇
ハ
ヲ
ウ

三
‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

ミ
ケ
ル
ー
ヱ
コ
パ
ワ
ユ
ダ
ナ
ラ
ピ
ニ
キ
ヤ
ウ
ダ
イ
ラ
ヲ
ウ
マ
セ
ケ
ル
ユ
ダ
ワ
タ
マ
ル
ニ
フ
ワ
リ
ズ
サ
ラ
タ
ウ
ヲ

四

ウ
マ
セ
ケ
ル
フ
ワ
リ
ズ
ワ
ヘ
ズ
ラ
ジ
ヲ
ウ
マ
ゼ
ケ
ル
ヘ
ズ
ラ
ン
ワ
ラ
ア
ム
ヲ
ウ
マ
セ
ケ
ル
ラ
ア
ム
ゾ
ア
ミ
．
ナ
ダ

ー

プ
ヲ
ウ
マ
セ
ケ
ル
ア
ミ
ナ
ダ
プ
ワ
ナ
ア
シ
ヤ
ン
ヲ
ウ
マ
セ
ケ
ル
ナ
ア
シ
ヤ
ン
ワ
ザ
ル
マ
ン
ヲ
ウ
マ
セ
ケ
ル
…
…

へ

〆
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’､

｡

、

．
リ
ヨ
ッ
テ
オ
ド
ッ
テ
ョ
ロ
コ
バ
レ
ョ
ゾ
ウ
イ
タ
サ
ル
ナ
ラ
今
ハ
テ
ン
ノ
ク
ニ
、
ナ
ン
ジ
ラ
ノ
ハ
ウ
ピ
〈
ナ
ハ
ダ

ヒ
ｆ
夢
一
、

タ
ン
十
ア
リ
ナ
ン
ジ
ラ
ョ
リ
ム
カ
シ
聖
祁
サ
ノ
ト
ブ
リ
ニ
ナ
ン
ヲ
ウ
ケ
ナ
サ
レ
ケ
ル
・
・
…
．

雛
六
承
（
九
節
’
’
十
三
節
）

…
…
テ
ン
ニ
や
コ
ザ
ル
ワ
タ
ク
シ
ド
モ
ノ
チ
、
ア
ナ
タ
ノ
オ
ン
ナ
ヲ
ホ
メ
ル
ア
ナ
タ
ノ
ク
ニ
ガ
一
、
イ
ル
ア
ナ

タ
ノ
、
オ
ン
ム
子
二
地
デ
シ
タ
ガ
フ
ト
ヲ
リ
ニ
ー
テ
ン
デ
モ
シ
タ
ガ
フ
コ
ン
ニ
チ
ノ
シ
・
ヨ
ク
モ
ッ
ヲ
オ
ン
ゾ
タ
ヱ

ク
ダ
サ
レ
ワ
タ
ク
シ
ベ
ッ
ノ
ヒ
ト
ノ
シ
ヤ
ク
セ
ン
ヲ
ユ
ル
シ
ケ
ル
ト
ヲ
リ
ニ
ア
ナ
タ
ウ
タ
ク
シ
ノ
シ
ヤ
ク
セ

ン
ヲ
ユ
ル
シ
テ
ク
ダ
サ
レ
ワ
タ
ク
シ
ニ
ア
ダ
ノ
コ
ト
ヲ
サ
シ
テ
ク
ダ
サ
ル
ナ
・
ソ
ウ
ジ
テ
ア
ク
ジ
ヲ
イ
タ
ソ

、

ウ
ト
イ
タ
シ
マ
ス
ト
キ
ワ
ワ
タ
ク
シ
ド
モ
ヲ
タ
ス
ケ
テ
ク
ダ
サ
レ
カ
ノ
ク
ー
デ
カ
ノ
イ
セ
イ
カ
ノ
ヱ
イ
グ
ソ
ト
ウ

ア
ナ
タ
ニ
ア
ラ
ン
カ
ギ
リ
ア
ル
ナ
リ
ヱ
ム
ヱ
ム
・
・
・
…

ク
・
ア
リ
コ
レ
ソ
ノ
ヒ
ト
ワ
テ
ン
ノ
ゴ
シ
ソ
ク
ト
ナ
ブ
ヅ
ケ
ラ
レ
ル
ギ
ニ
シ
タ
ガ
ッ
テ
ナ
ン
ヅ
ウ
ケ
ル
ヒ

グ

マ
、

ト
ワ
メ
レ
タ
ク
ア
リ
コ
レ
ソ
ノ
ヒ
ト
ワ
テ
ン
ノ
ク
ニ
ヲ
モ
ト
メ
ラ
ル
ヒ
ト
人
、
１
ナ
ン
ヂ
ラ
ヲ
ア
ク
ゴ
ウ
ゾ
ウ

、

ゴ
ン
ス
ル
マ
タ
ワ
レ
ガ
コ
ト
ニ
ツ
イ
テ
ナ
ニ
、
ヨ
ラ
．
ズ
ワ
ル
キ
コ
ト
ウ
ゾ
デ
ゾ
シ
ラ
レ
テ
モ
メ
デ
ク
ク
ア

グ

ｕ
ｌ

Ｗ
ｊ
↑
ノ

イ
ン
フ
ク
，

カ
ワ
キ
ア
ル
ヒ
ト
ワ
メ
デ
タ
ク
ア
リ
コ
レ
ソ
ノ
ヒ
ト
ワ
醐
服
・
ア
リ
ア
ワ
レ
ミ
ヲ
・
カ
ヶ
ル
．
、
ｕ
ノ
上

脱
落

ト
ワ
（
メ
デ
タ
ク
ア
リ
コ
レ
ソ
ノ
ヒ
ト
ワ
）
ア
ワ
レ
ミ
ヲ
タ
シ
カ
ニ
モ
ト
メ
ル
．
、
ｕ
キ
レ
イ
ナ
ヒ
ト
ソ

メ
デ
タ
ク
ア
リ
コ
レ
ゾ
ノ
ヒ
ト
ワ
テ
ン
ノ
ツ
カ
サ
ヲ
ノ
チ
ニ
ミ
レ
ル
ソ
ボ
ク
ヲ
サ
セ
ル
ヒ
ト
ワ
〃
メ
デ
タ

『



令

q

1

以
上
の
文
例
に
つ
い
て
見
る
と
、
多
少
の
縦
課
と
恩
は
れ
る
も
の
も
あ
り
、
如
仙
は
し
望
両
側
は
し
が
な
い
で
も
な
い
が
、
こ
れ
を
Ｇ

氏
課
の
約
翰
体
に
比
す
る
と
き
．
行
文
の
秤
熟
し
た
程
合
と
い
ひ
、
從
っ
て
注
意
で
あ
る
度
合
に
於
至
遙
か
に
職
歩
を
抜
い
た
も
の
で
。

あ
る
Ｏ

●

さ
に
本
文
が
経
っ
た
次
に
奥
附
一
難
が
あ
『
七
、

鵬
太
職
昔
体

も

逆
光
三
鈴
年
正
月
吉
日

弗
一
、
一
拾
八
章
（
十
八
節
’
’
一
千
節
）

．
…
．
、
ゾ
レ
ヨ
リ
ジ
イ
サ
ア
ス
チ
カ
ヨ
リ
ナ
サ
レ
テ
ヒ
ト
ノ
ぐ
、
ニ
モ
ウ
シ
ナ
サ
ル
二
’
一
プ
ン
チ
ノ
イ
セ
イ
ヲ
ワ
レ
ニ

ア
ク
ヱ
ナ
サ
レ
ケ
ル
ソ
レ
ユ
ヱ
ナ
ン
ジ
ラ
シ
ヨ
ホ
ウ
ニ
マ
イ
ッ
テ
｜
や
ハ
ン
ミ
ン
ヲ
．
ヒ
キ
イ
レ
ラ
レ
ヨ
ゾ
ヴ
ジ
デ
チ

セ
・
Ｊ
０
ジ
ら

、
オ
ヤ
ナ
ラ
ビ
ニ
ム
ス
コ
ナ
ラ
ピ
ニ
聖
祁
タ
ウ
ゾ
オ
ン
ケ
ゾ
モ
ッ
テ
コ
リ
ヲ
ト
ラ
セ
ラ
ル
ベ
シ
ワ
レ
ナ
ン

●

ジ
ラ
ニ
オ
シ
ヱ
ケ
ル
コ
ト
ヲ
ヒ
ト
ノ
ぐ
’
二
ミ
ナ
オ
シ
ヱ
ラ
ル
ナ
ー
ン
パ
ゾ
ノ
コ
ト
や
ハ
ノ
ト
ヲ
リ
ニ
ミ
ナ
シ
ダ

、
●

ガ
フ
マ
タ
ミ
ヨ
ワ
レ
ナ
ン
ジ
ラ
ト
モ
ニ
イ
ッ
デ
モ
シ
ヤ
尋
ハ
ノ
オ
ワ
リ
ー
、
一
プ
オ
ル
ト
ギ
ョ
イ
ア
リ
ヶ
ル
ナ
リ

ミ
ギ
ノ
コ
ト
ミ
ナ
マ
コ
ト
ナ
リ
○
、

三

そ
の
表
に
左
の
如
き
識
誘
が
あ
る
。

マ
、於

マ
、

是
諜
於

必

PII

九

■

ザ



一

P

姓
。

五
Ｕ

・
ジ
イ
サ
ア
ス
一
千
八
百
五
拾
年
原
田
庄
藏

』
日
本
肥
後
剛
河
尻
正
中
島
町茶
崖

①
一こ
の
内
二
つ
の
「
於
，
一
の
字
は
弓
絡
ｒ
一
の
字
。
談
で
あ
り
、
港
口
上
「
道
」
の
字
や
「
原
」
の
字
な
ど
も
疵
は
一
触
雛
け
た
字
形
に

な
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
は
朧
本
に
己
に
縦
っ
て
ゐ
た
も
の
も
あ
ら
う
が
、
そ
の
誤
り
方
が
や
は
り
Ⅱ
本
人
の
手
で
な
い
ら
し
く
感
ぜ
ら
れ

ら

る
。
第
一
行
の
「
賜
太
脈
音
傳
維
」
は
本
文
の
尾
に
附
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
勿
諭
、
恐
ら
く
淡
課
本
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
第
二

行
は
「
道
光
三
十
年
正
川
吉
Ｈ
是
ヲ
課
シ
終
と
で
、
餅
三
行
は
そ
の
耶
蘇
紀
年
と
諜
肘
、
身
心
滞
名
で
あ
る
。
錐
四
行
よ
り
五
行
婆
臼
一
・

〃

『
七
は
原
田
庄
職
の
生
閏
並
に
恥
韮
に
附
記
し
た
も
県
あ
る
。

抑
公
道
光
三
十
年
即
ち
閥
腰
一
八
五
Ｇ
年
は
我
が
嘉
永
三
年
録
参
《
て
、
日
本
の
外
交
關
係
恥
〕
上
か
ら
見
る
と
．
↑
恰
も
か
の
モ
リ
ソ
ン

號
事
愛
あ
っ
て
後
土
一
昨
、
剖
川
川
拠
将
来
航
曾
一
娠
前
膵
叫
る
が
、
殊
に
聖
普
和
諜
史
の
上
か
ら
見
れ
ば
．
最
初
の
邦
諜
本
た
る
Ｇ
氏

約
翰
仲
あ
つ
そ
徒
同
じ
く
土
一
亦
、
べ
一
刻
川
副
刎
釧
（
以
下
Ｂ
氏
と
呼
ぶ
）
の
琉
球
灘
路
加
仰
呼
の
成
司
た
ゞ
一
雨
年
前
に
徴
る
の
で
あ

る
。
か
く
に
こ
の
水
は
辿
光
の
年
號
を
以
て
支
那
に
於
て
Ⅲ
来
た
こ
と
は
、
Ｇ
氏
本
の
そ
れ
と
Ⅲ
じ
で
あ
ろ
は
勿
論
、
Ｇ
氏
本
に
次
い
で

ｆ
一

出
来
、
Ｂ
氏
本
に
先
だ
っ
た
も
の
で
あ
つ
七
、
仰
ふ
る
所
の
ウ
ィ
リ
ャ
ム
ズ
（
以
下
ｗ
氏
と
呼
藤
）
諜
本
と
の
關
係
が
、
少
く
も
そ
の
成

一
Ｂ

つ
た
場
虐
と
年
代
と
に
於
て
、
而
も
を
伽
が
脇
太
縛
で
あ
る
と
と
惇
に
於
て
、
力
弧
く
結
び
つ
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
：

次
に
原
田
朧
賊
は
日
本
漂
流
雌
の
箔
で
あ
お
・
抑
産
天
保
八
年
米
艦
モ
リ
ゾ
ン
號
の
来
航
し
た
の
は
、
餅
時
支
那
に
在
っ
た
日
本
漂
流

民
七
名
’
一
△
一
二
年
（
だ
保
ら
辿
雌
し
て
北
米
ォ
レ
、
コ
ン
州
に
漂
清
し
た
尾
張
の
矯
吉
外
茗
と
、
一
八
三
四
年
（
天
保
悪
に

寺
一
一

ー
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０

、

ｑ

儲
の
鼎
偶
宋
に
燃
さ
れ
た
肥
後
の
臘
唯
憐
三
編
ｌ
澄
關
に
引
渡
す
の
が
、
｜
目
的
で
諺
っ
苫
で
診
瀦
が
。
＃
の
協

げ

に
遇
っ
て
遂
に
そ
の
目
的
を
途
せ
ず
、
彼
呼
漂
流
水
夫
弊
も
上
陸
の
好
機
を
逃
し
て
ま
し
く
叉
支
那
に
蹄
航
し
、
《
生
を
か
の
地
に
絶
へ
た

４

の
で
あ
る
が
、
雌
藏
も
そ
の
巾
の
一
人
で
あ
『
た
。
「
叫
刈
刻
號
来
航
の
顛
水
は
、
柑
時
側
號
に
雫
組
ん
で
ゐ
た
米
倒
支
那
暁
在
外
交
官

）
鈩
〆

た
る
ｗ
氏
の
琉
球
渡
航
記
。
Ｈ
本
渡
航
記
（
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
斯
賊
）
に
詳
し
い
の
で
あ
る
が
、
右
漂
流
雌
七
猫
の
事
も

和
徹
委
し
く
記
さ
れ
て
あ
っ
て
、
彼
呼
が
常
時
艦
上
に
術
狂
共
に
し
た
Ｇ
氏
．
ｗ
氏
と
少
か
ザ
交
渉
の
あ
み
た
こ
と
は
勿
論
、
後
に
湘
氏

Ｌ
Ｐ

一
も（

に
保
滋
さ
れ
て
、
聖
書
和
諜
の
輔
佐
と
し
て
活
雛
し
た
こ
と
は
川
く
知
ら
飢
て
ゐ
乃
斯
で
あ
あ
。
乙
比
の
識
謡
の
将
名
一
〃
原
川
庄
減
』
は
、

ヘ

モ
リ
ソ
ン
艦
上
の
庄
赦
に
祁
述
な
く
．
ｗ
氏
の
渡
航
記
に
必
首
届
営
諜
名
・
《
胃
員
一
事
》
と
記
さ
い
、
↑
営
瞳
千
八
歳
の
船
曇
で
あ
っ
て
、
・

ｆ
１
０
口
０
１
Ⅱ
ｌ
０
Ｆ
６
Ｉ
■
Ｈ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｇ

肥
後
伽
川
此
の
旅
と
し
て
あ
る
も
の
で
あ
る
。
庄
薙
も
こ
の
奥
書
の
熱
水
三
年
に
は
じ
に
四
十
一
歳
に
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
の

〃

寺

生
地
の
川
乢
と
し
て
あ
る
の
も
．
ｗ
氏
の
記
俄
と
祁
合
ふ
も
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
「
脱
川
」
と
い
ふ
姓
も
知
れ
て
ゐ
る
し
、
生
地
の
一
臆

詳
細
に
知
ら
れ
る
の
も
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
熊
本
縣
川
此
町
に
は
、
「
茶
膝
咋
波
」
（
茶
屋
は
茶
商
の
義
）
と
し
て
、
彼
に
關
す
る

一
一

一

傅
読
が
杯
し
て
ゐ
ろ
（
熊
本
師
範
翠
校
教
授
洲
古
碓
洲
の
報
牛
ｎ
に
よ
る
）
。
煮
仰
へ
に
多
少
○
兼
製
は
あ
る
に
し
て
も
、
そ
倭
辿
難
漂
流

▲

一
を
は
じ
め
、
遂
に
師
幽
出
來
な
か
つ
た
こ
と
等
、
ほ
ピ
Ｍ
－
Ｃ
那
睡
癖
か
物
誠
州
ら
伽
、
↓
尚
隣
船
に
托
し
て
放
郷
に
進
つ
、
准
普
信
な
ど
も
通
つ

モ
ゐ
ら
さ
う
で
あ
る
。
毛
鯏
は
と
も
か
く
ｗ
氏
の
渡
航
記
に
は
到
る
唯
こ
れ
ら
漂
流
此
の
橘
が
表
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
庄
滅

Ｐ

は
尼
碓
の
端
圭
祁
と
北
ハ
に
、
鵬
と
Ⅱ
本
人
と
の
一
父
渉
上
に
於
て
、
雌
も
祇
縦
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
、
塒
に
彼
に
は
大
隅
剛
体
多
祁
に
寄
．

舳
し
た
雌
、
父
税
あ
て
の
手
紙
と
一
土
此
に
托
し
て
、
毛
の
手
交
を
約
し
た
上
い
ふ
紀
事
が
見
え
る
ｐ
彼
は
水
夫
仲
川
と
し
て
州
徹
な
頭

◆

脳
の
持
主
辰
’
ゞ
も
あ
り
、
亦
或
腱
度
の
文
字
知
識
の
所
打
荷
で
も
あ
ゞ
釦
た
と
汚
〈
て
よ
い
や
ら
で
あ
る
。

五
一一

●
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五
二

寺
三
」
こ
の
奥
附
の
丈
而
で
は
．
こ
の
本
花
雌
雄
の
手
で
課
し
た
と
い
ふ
雑
に
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
、
一
兀
來
聖
緤
榊
識
た
ど
の
仕
事

は
、
原
搾
た
ぁ
英
縦
・
洩
隷
竿
に
締
通
し
た
或
人
の
存
在
を
先
行
と
し
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
、
む
し
ろ
Ｇ
氏
諜
と
同
じ

戸

や
ぅ
に
．
欧
米
の
或
傅
逝
荷
に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
た
事
業
で
あ
る
と
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
口
〈
日
本
詔
を
以
て
の
表
叫
日
本
字
を

以
て
の
記
戦
と
い
ふ
上
一
Ｍ
は
ぱ
妓
後
の
拝
上
げ
が
庄
赦
の
手
に
成
っ
た
と
兄
る
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。
尚
漂
流
蝿
は
他
に
も
数
名
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
》
七
れ
ら
の
内
の
或
芥
が
亦
こ
の
仕
那
に
多
少
な
り
開
典
し
た
ら
う
こ
と
も
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

聖
書
和
諜
の
肌
を
な
し
た
Ｇ
氏
は
一
八
五
一
年
に
呑
港
に
曜
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
前
後
し
て
ｗ
氏
が
脚
じ
事
業
を
恩
ひ
立
つ
と

共
に
、
そ
の
印
刷
所
が
一
蒋
の
Ⅱ
本
人
を
仙
つ
た
と
い
ふ
こ
と
は
碓
乎
た
る
郡
斑
で
あ
り
、
加
ふ
る
に
創
世
記
と
共
に
馬
太
傳
の
出
来
た

と
い
ふ
と
と
も
亦
根
擁
あ
る
枇
傳
で
あ
る
以
上
？
脚
分
が
こ
の
本
の
作
什
に
縦
し
た
或
仰
道
荷
を
ｗ
氏
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
に
使
用
さ
れ

た
日
本
人
の
一
人
を
庄
赦
で
あ
る
と
兄
る
こ
と
は
、
剛
盈
机
脳
じ
て
可
能
性
の
濃
い
こ
と
を
恩
ふ
。
こ
の
課
本
が
Ｇ
氏
本
の
後
に
出
来
て

ゐ
な
が
ら
・
或
鮎
に
於
て
Ｇ
氏
を
繼
承
し
た
跡
が
著
し
く
，
而
も
そ
の
課
方
が
大
い
に
Ｇ
氏
と
異
な
る
も
の
の
あ
る
所
か
ら
見
て
、
Ｇ
氏

〃

な
ら
ぬ
他
の
人
に
ょ
つ
・
て
成
っ
た
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
こ
の
本
の
次
ぎ
に
北
凹
込
ま
れ
た
Ｇ
氏
諜
約
翰
傳
の
一
部
が
、
中
の
語
漿

を
こ
の
諜
本
の
そ
れ
ら
に
書
改
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
な
ど
を
合
せ
考
へ
る
畔
、
Ｇ
氏
と
關
係
の
深
か
っ
た
ｗ
氏
逓
以
て
そ
の
諜
符
と
認
め
る

こ
と
は
．
股
も
促
常
で
あ
る
と
老
へ
る
。
仙
傳
に
よ
る
と
、
ｗ
氏
識
本
は
英
課
聖
批
川
に
お
け
る
冒
局
を
す
べ
て
「
但
し
」
と
課
し
た
の
で

「
但
し
様
」
の
蝿
〈
名
を
御
た
と
い
ふ
。
（
Ⅲ
川
椰
士
の
、
一
韮
杯
教
聖
抵
卿
和
課
の
歴
史
」
叩
癖
罐
癖
錐
に
蝶
ろ
）
元
来
こ
の
ご
胃
の
課
は
、

己
に
Ｇ
氏
本
に
基
源
す
る
の
で
あ
っ
て
、
Ｇ
氏
本
は
す
べ
て
一
様
に
夕
や
シ
ワ
と
課
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
本
は
こ
れ
を
一
様
に
夕
や
シ
と

改
め
て
ゐ
る
。
価
し
こ
の
木
に
表
れ
て
ゐ
る
夕
寸
シ
が
す
べ
て
災
課
本
の
冒
荏
に
餅
る
と
必
ず
し
も
言
へ
な
い
し
、
英
課
本
の
ウ
員
が

ザ

』

一
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鼓
に
こ
の
詳
本
に
於
け
る
川
字
・
丈
船
逓
は
じ
め
、
諦
雄
射
叩
法
呼
の
諜
方
一
般
に
つ
い
て
、
そ
の
概
撰
駐
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

鋪
一
に
川
半
で
あ
る
が
．
そ
れ
は
片
似
猫
併
き
で
あ
っ
て
、
稀
に
拠
半
を
交
へ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
多
く
附
洲
し
て
あ
る
こ

と
は
巳
述
の
如
く
で
あ
る
◎
似
名
泄
は
不
燃
目
山
で
あ
っ
て
無
揃
歴
史
的
似
名
泄
な
ど
に
随
つ
て
は
ゐ
な
い
。
大
艘
表
音
的
の
そ
れ
に
歴

史
的
の
名
残
牡
混
じ
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
而
し
て
こ
の
本
の
似
箔
川
法
の
癖
と
も
い
ふ
べ
き
は
、
ェ
・
ヰ
の
字
悩
を
殆
ど
用

ゐ
ず
、
ヱ
・
イ
専
用
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
術
ア
祠
－
（
ア
ラ
ウ
）
．
オ
ー
ラ
イ
（
従
来
）
な
ど
の
や
う
に
、
壜
》
同
符
－
を
用
ゐ
て
ゐ
る

の
は
、
極
め
に
稀
で
は
あ
る
が
、
字
慨
上
注
意
す
べ
き
一
つ
で
あ
る
。
さ
て
助
詞
利
・
訓
は
列
・
封
を
書
き
、
列
は
訓
を
保
っ
て
ゐ
る
如

グ

き
は
徹
底
し
て
ゐ
る
も
の
で
、
あ
り
、
「
言
ふ
」
を
ユ
ウ
と
雌
、
く
か
と
恩
へ
・
ば
、
イ
ブ
と
も
北
い
く
な
ど
が
、
表
音
的
と
歴
史
的
と
の
混
用
で

あ
っ
て
、
や
は
り
〈
行
縛
呼
の
川
法
は
い
つ
の
時
代
に
も
名
礎
を
止
め
勝
ち
な
－
つ
で
あ
る
。

一
つ
残
ら
ず
、
夕
寸
シ
と
課
さ
れ
て
あ
る
と
も
厳
辮
に
座
叩
へ
な
い
。
Ⅱ
〈
こ
の
本
に
表
れ
て
ゐ
る
夕
寸
》
の
十
中
八
九
ま
で
噂
英
諜
本

の
一
員
’
四
位
世
に
使
肘
さ
れ
て
ゐ
る
覗
疫
も
瓢
特
で
あ
っ
て
、
亦
そ
の
仙
傳
と
こ
の
本
が
肯
定
し
得
る
も
の
で
曹
亀

ｗ
氏
和
詳
の
刺
祉
記
及
び
腸
太
傳
は
、
遂
に
出
版
の
池
び
に
至
ら
ず
、
樅
涜
な
る
へ
ボ
ン
．
。
フ
ラ
オ
ン
叩
博
士
の
許
に
途
ら
肌
て
あ
っ

た
の
を
、
一
Ａ
ハ
七
年
。
（
慶
嘩
己
失
火
の
際
、
可
愉
次
燃
に
脈
し
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
原
本
の
失
は
れ
た
今
日
・
他
に
確

言

證
丁
へ
き
材
料
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
如
上
の
祇
鮎
か
ら
兄
た
こ
の
水
は
．
た
し
か
に
ｗ
氏
原
本
の
焼
失
畏
肌
に
於
け
る
一
刻
本
で
あ
っ

た
と
し
て
．
多
分
狭
は
な
か
ら
う
と
蝋
老
す
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
以
下
こ
の
本
・
平
一
Ｗ
氏
禅
本
と
呼
犀
と
上
に
す
る
。

、

寺

四
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｜
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むず

壷

五
門
．

次
に
發
昔
上
注
通
す
べ
き
峰
ク
ワ
抑
管
を
明
記
し
て
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
南
九
州
の
方
箭
の
表
れ
で
あ
る
か
、
ク
ワ
ン
ズ
ル
（
槻
）
・

Ｉ
・

ク
ワ
シ
（
菓
子
）
・
ヱ
イ
グ
ワ
（
榮
華
）
・
ク
ワ
ィ
タ
イ
（
懐
胎
）
・
ゲ
ン
ク
ワ
ー
（
玄
關
）
な
ど
の
如
く
、
一
つ
も
誤
る
こ
と
な
く
徹
底

し
て
ゐ
る
。
尚
ム
マ
レ
（
生
）
な
ど
の
ム
の
川
法
（
唇
音
に
先
だ
つ
ウ
の
發
昔
）
な
ど
も
保
た
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
、
こ
れ
も
多
分
九

州
に
存
し
た
方
昔
で
あ
ら
う
。

〃

評
の
長
短
は
俗
語
の
川
に
は
飢
伽
が
ち
の
も
の
で
あ
り
、
又
表
記
に
於
て
も
Ｍ
嫌
で
あ
る
が
、
こ
の
本
に
見
え
る
耕
し
い
鮎
は
、
椥
長

、
一
‐
０
５
４
１
Ｆ

昔
と
湖
短
音
に
表
記
し
た
も
の
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
ニ
ョ
ポ
（
女
房
）
・
・
ジ
ョ
カ
（
城
下
）
・
リ
ョ
（
漁
）
・
ビ
ョ
キ
（
炳
飛
）
・
シ

ュ
ト
メ
（
姑
）
・
チ
ュ
ブ
（
中
風
）
な
ど
が
辻
で
あ
る
が
、
乙
肌
は
亦
一
方
に
セ
イ
ジ
ョ
ウ
（
聖
城
）
・
ビ
ャ
ウ
’
一
ン
．
（
荊
人
）
な
ど
の

表
記
も
あ
る
の
と
兄
る
と
、
そ
れ
ら
が
短
音
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
只
表
記
法
の
不
完
全
か
ら
来
た
の
種
あ
っ
て
、
彼
呼
は
抑
管
と
し

１
１

て
二
字
に
普
く
ご
と
が
己
に
長
背
で
あ
る
や
う
に
考
へ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
叉
促
音
と
な
る
べ
き
三
杯
〃
一
と
イ
チ
、
ハ
イ
、
．
本
」
、

を
イ
チ
ボ
ン
な
ど
許
い
た
鹿
も
あ
る
が
、
一
方
に
イ
ッ
パ
ィ
と
書
い
た
鹿
も
あ
り
、
巳
に
下
が
。
ハ
イ
・
ボ
ン
と
な
っ
て
ゐ
る
以
上
・
・
そ
の

チ
は
促
喬
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
イ
チ
テ
ン
（
一
軸
）
・
イ
チ
ト
キ
（
一
畔
）
な
ど
も
Ｍ
様
に
兄
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
こ

字
の
原
脅
に
通
元
し
て
老
へ
た
餅
き
方
で
あ
っ
て
、
俗
衆
に
ば
亦
か
Ｎ
る
こ
と
か
あ
り
が
ち
で
あ
る
。

弗
一
正
文
燗
で
あ
る
が
、
Ｇ
氏
課
が
口
語
船
迩
あ
っ
た
の
に
比
し
ｗ
氏
課
は
文
詔
禮
に
謀
か
う
と
し
た
の
ぞ
あ
ろ
。
即
ち
女
末
に
於
て

物
詔
文
仙
川
語
の
ゲ
ル
（
維
止
形
ケ
リ
は
表
れ
て
ゐ
な
い
）
を
用
ゐ
、
又
指
定
助
動
詞
対
川
訓
存
在
動
詞
の
絡
止
形
ア
リ
、
叉
は
命
令
助

動
詞
ベ
シ
逓
川
ゐ
て
あ
る
如
き
が
、
こ
れ
逓
證
明
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
前
拙
の
文
例
に
も
見
ら
れ
る
や
う
に
、
諦
蕊
か
ら
見
て
も
語
法
か

ら
兄
イ
』
も
、
全
船
と
し
て
口
諦
峡
訓
で
あ
る
こ
と
は
雫
は
れ
な
い
。
、
語
雄
が
濟
幕
時
代
の
民
間
蒲
で
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
か
、
ま

／



し
て
語
法
に
盃
つ
枢
は
、
交
祇
・
口
諦
の
施
別
な
な
し
御
た
溌
度
の
文
で
な
い
こ
と
は
、
剛
よ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
畔
に
文
語
風
に
氣
取

、
つ
℃
見
て
も
、
を
熱
が
却
っ
て
腫
の
丈
諦
に
な
り
御
・
ず
、
慨
し
て
丈
諦
と
思
っ
て
ゐ
一
」
も
い
つ
か
、
諦
に
引
か
れ
て
ゐ
拳
も
の
が
多
い
。

ロ
ー

一
例
を
活
用
萱
”
祇
肘
に
取
る
が
、
一
展
禍
川
の
連
総
形
と
修
止
脳
に
し
て
、
ハ
ラ
ダ
、
ル
ュ
ヱ
・
・
ア
ン
ジ
ラ
ル
ニ
・
ト
コ
ロ
ガ
ヘ
ラ
ル

。
《

ト
キ
涯
ど
い
ふ
の
催
、
文
誰
風
に
無
取
っ
て
兄
た
が
却
っ
て
破
椛
し
た
も
の
で
あ
一
る
。
ザ
打
繼
桁
を
Ｗ
段
化
し
て
ホ
ッ
サ
ヌ
（
欲
セ
ヌ
）
．

シ
ス
マ
デ
（
妃
ス
ル
マ
デ
）
な
ど
い
ふ
の
も
Ⅲ
知
で
あ
る
。
細
じ
て
動
刺
の
一
画
活
川
に
、
九
州
風
な
古
形
が
な
く
、
オ
シ
ヱ
ル
・
ヒ
ラ

ケ
ル
。
シ
ン
ゼ
ル
・
オ
サ
メ
ル
・
ハ
ラ
ダ
、
セ
ル
・
っ
叫
洲
‐
吋
刈
な
ど
の
や
弓
に
、
殆
ど
東
脚
風
の
一
段
形
に
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
ば
、
Ｇ

Ｉ
ｌ
ｌ

、

澤
本
の
踏
襲
父
は
市
乍
國
水
夫
の
口
に
影
郷
さ
れ
た
や
う
に
老
へ
ら
れ
る
が
、
こ
の
鮎
は
Ⅱ
諦
化
の
感
を
一
層
弧
人
ず
ろ
も
の
で
あ
る
”

、

鯵
に
今
一
つ
附
記
し
た
い
の
は
、
一
催
フ
‘
二
、
葉
の
一
三
混
っ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

ハ
ナ
〈
タ
ー
ノ
リ
ガ
タ
ク
ゾ
ン
ジ
ソ
ロ
’
一
・
・

ア
ナ
タ
ノ
オ
ン
デ
シ
ノ
メ
ー
カ
ケ
ゾ
ウ
ラ
ヱ
ド
モ
・

こ
れ
ら
も
こ
の
文
船
か
如
何
に
雑
駁
な
も
の
で
あ
る
か
を
知
る
に
十
分
で
あ
る
。

要
す
る
に
こ
の
本
の
丈
磯
は
、
文
誘
に
符
か
う
と
し
て
沓
き
批
き
得
ず
、
到
る
腿
口
研
に
賑
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
．
髄
時
の
耕
通
文
に

ぺ

於
け
る
教
誰
を
緋
い
た
雌
衆
の
俗
丈
ル
ー
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
さ
う
し
た
俗
文
が
、
却
っ
て
水
夫
程
度
の
滋
際
生
活
に
即
し

て
ゐ
て
、
洵
に
酢
で
あ
る
鮎
に
興
趣
を
兇
え
る
の
も
亦
乙
比
に
秤
す
る
の
で
あ
る
。

包

五

●

Q

冗
丘
三
皇

虻



~

五
六
ク

禰
蕊
の
詳
力
に
つ
一
い
て
は
極
盈
の
方
面
か
ら
槻
ら
帥
る
か
、
と
も
か
く
Ｇ
蝿
諜
本
か
あ
っ
て
手
本
と
な
っ
た
と
ど
は
兇
逃
さ
帥
な
い
か

ら
、
識
み
に
Ｇ
氏
の
そ
れ
と
比
蚊
し
た
締
華
恭
干
逓
摘
出
し
て
兄
よ
う
。
先
づ
Ｇ
氏
を
繼
承
し
た
と
見
る
べ
き
も
の
に
次
の
や
う
な
の
が

あ
る
。キ
ャ
ウ
モ
ン
ノ
ホ
ン
（
聖
沓
）
夕
マ
シ
ン
（
雛
）
ハ
ッ
ド
（
律
法
）
イ
キ
ヵ
ヘ
ル
（
復
生
）
モ
ン
ピ
（
安
息
日
）
ク
ン
ゼ
イ
（
衆
）

め
か
し

ツ
ウ
ゲ
（
獣
示
）
コ
リ
ヲ
ト
ラ
セ
ル
（
洗
鯉
）
ダ
ン
ギ
ヲ
ヵ
タ
ル
（
誰
）
ヘ
ン
ト
コ
タ
ヱ
ル
（
答
日
）
ゾ
ン
ズ
ル
（
信
仰
）

右
の
内
ハ
ッ
ド
は
Ｇ
本
で
は
ハ
ッ
ト
と
な
っ
て
ゐ
る
。
Ｇ
氏
の
夕
や
シ
ワ
を
夕
寸
シ
と
改
め
た
な
ど
も
半
ば
踏
襲
し
た
鐸
で
あ
る
。
し
か

し
脈
群
異
な
る
祥
詔
が
相
當
に
多
い
。
左
に
目
立
つ
詔
の
若
干
荏
取
っ
て
對
照
表
症
つ
く
る
。

〃
漢
讓
Ｇ
・
本
ｗ
本

． 、

菰祭祭主

言司 ‘

汁長 11

餅ilili 聖
ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
４

今
凸
ｆ
４

医
Ｉ

＝b ･ﾛ｡

ill!ﾊ：
凸
巳
０
・
■

ず
い
イ
レ

９
瓦

６
９
口

ゴ
ク
ラ
ク

カ
ミ
又
は
シ
ン

カ
シ
ラ
ヒ
ト

シ
ン
ト
シ
ヤ

タ
カ
イ
ク
ゲ

マ
ヱ
カ
ラ
シ
ツ
テ
オ
ル
ヒ
ト

タ
ノ
ム

モ
チ

9

オ
ガ
ム

ク
ワ
シ

オ
シ
ョ
ガ
シ
ラ

●

セ
イ
ジ
ン
｜
’

テ
ン
ノ
ツ
カ
サ

グ

セ
ｆ

に

聖
一
肺

キ
。
ミ

シ
『
｛
ツ
ケ

､

0

一

一

｣

』

〆



ひ

ゐ
る
。
さ
て
諜
諦
の
中
に
は
、
「
林
謹
を
Ｇ
本
は
ア
ザ
ミ
ノ
ヵ
ブ
ト
と
し
、
ｗ
水
陸
ノ
ザ
ミ
ノ
ヵ
ン
ム
リ
と
す
る
如
き
も
あ
っ
て
、
上

半
は
踏
襲
々
下
半
ば
改
諜
し
た
も
の
で
あ
る
。
術
と
の
本
に
は
灘
の
ま
だ
川
だ
し
な
い
紙
が
あ
っ
て
、
「
主
一
の
如
き
は
キ
ミ
と
し
た
の

●

ハ
タ
モ
ノ
ギ
又
は
ハ
タ
ギ

十
字
架
・
ハ
リ
ッ
ヶ
ノ
キ

●

蹄
越
・
祭
・
ハ
ス
カ
零
コ
セ
ク
へ
コ
ヱ
ル
マ
ッ
リ
》

ジ
イ
サ
ア
ス

耶
蘇
、
エ
ズ
ス
ク
ク
レ
ス
ト
シ
キ
リ
ス
ト
ス

凸
■
、
二

ｆ

す
，
旧
ｊ
や
〆『
腸
利
亜
マ
リ
ヤ
メ
レ

鼎
輪
ヨ
ハ
ン
子
ス
ヨ
ハ
子
ス
〆
今

ｊ

イ

ユ
デ
ヤ

太
ユ
ダ
ィ
．

＃聯

ヂ
ユ
ザ
レ
ム

、
耶
路
撒
冷
§
イ
ル
サ
レ
ム

マ
ー

Ⅲ
有
名
刊
の
發
昔
が
多
く
異
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
前
描
の
巻
祢
の
文
例
で
も
知
ら
れ
る
。
川
み
に
「
賜
太
ｒ
一
の
洲
み
は
一
佃
虐
だ
け

に
兄
え
る
が
、
・
マ
ト
（
マ
タ
イ
で
は
蹴
砂
と
荷
っ
た
ら
し
い
。
或
淡
群
に
「
‐
賜
糀
一
或
は
『
蛎
寅
ｒ
一
と
い
ふ
字
の
充
て
ら
れ
て
ゐ
る

發
苛
が
之
に
近
い
の
で
あ
る
。
「
主
』
を
嘘
諦
で
呼
墨
に
、
Ｇ
本
は
メ
シ
ャ
ス
と
い
ひ
．
ｗ
本
は
ミ
サ
ャ
と
い
っ
て
發
蒋
が
全
く
遮
っ
て

コ
ト
・
メ
デ
ク
イ
皿
な
ど
様
糞
に
耐
ひ
、
史
に
Ｇ
本
約
翰
傳
の
探
題
に
タ
ョ
リ
ョ
ロ
コ
ビ
と
あ
る
？
と
、
こ
の
水
叩
で
は
ツ
タ
ヱ
ョ
ロ
コ
ブ

叩
〃

印

‐
眩
し

言
っ
て
ゐ
る
。
「
柵
芭
は
字
音
で
フ
ク
オ
ン
（
フ
ク
イ
ン
で
は
な
り
と
洲
み
、
課
し
て
は
ヨ
ロ
フ
↓
ブ
コ
ト
。
ハ
．

０
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
０
ｌ
０
ｄ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
１
日
ｌ
Ⅱ
ｑ
Ｇ
ｌ
ｐ
ｌ
ｌ
Ⅱ
０
１
０
０
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ

が
雌
も
多
い
が
、
時
に
は
セ
ン
セ
イ
と
い
ひ
、
．
シ
、
ヤ
ウ
と
い
ひ
又
は
オ
ホ
シ
ュ
ジ
ン
な
ど
も
い
ひ
、
時
に
は
順
祇
で
ヱ
ホ
ウ
ワ
な
ど
も

メ
ー
プ
ク
ク
ヨ
ロ
．
。
フ



P

の
群
判
に
は
ム
セ
ル
と
い
ふ
詔
淀
川
ゐ
て
あ
る
。
こ
れ
ら
は
川
だ
し
た
迩
諦
の
柵
ら
れ
な
か
っ
た
例
で
あ
る
。
．

翻
っ
て
全
捕
に
亘
つ
一
」
見
る
と
、
概
し
て
砕
け
た
雅
諦
・
成
諦
が
川
ゐ
て
あ
っ
て
、
言
は
ば
雌
衆
的
に
熟
し
切
っ
た
そ
れ
ら
を
、
臆
面

Ｌ

も
な
く
さ
ら
け
出
し
た
所
に
、
却
っ
て
シ
ッ
ク
リ
と
来
る
迩
押
が
あ
っ
て
、
三
嘆
に
航
ひ
す
る
も
の
さ
へ
。
あ
る
。
又
さ
う
し
た
〃
が
民
衆

教
化
の
宗
教
背
と
し
て
も
、
蝦
崎
効
果
的
で
あ
あ
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ｂ

ワ
レ
ョ
リ
イ
セ
イ
ア
リ
ワ
レ
ゾ
ノ
ヒ
ト
ノ
・
ゾ
ウ
リ
モ
ト
レ
ヌ

．
ｆ

一

ミ
チ
‐
ノ
、
、
．
デ
カ
イ
ヲ
プ
イ
テ
シ
ラ
セ
ラ
ル
ナ

テ
ン
ノ
ッ
カ
サ
ト
ダ
イ
コ
ク
デ
ン
ニ
ワ
タ
シ
ヵ
ニ
ツ
ト
メ
ラ
レ
ヌ
ナ
リ

ソ
シ
チ
ヤ
ラ
メ
ラ
ヲ
フ
イ
テ
モ
◆
オ
マ
ヱ
タ
チ
・
オ
ド
ラ
ヌ

ョ
ハ
ネ
ス
ノ
ク
ピ
ヲ
サ
ン
ポ
ウ
ニ
ノ
セ
テ
・
ソ
汐
ク
シ
ニ
ク
ダ
サ
レ

、

ア
マ
ガ
シ
タ
ワ
“
ミ
ナ
ジ
、
ン
ノ
モ
ノ
ニ
セ
ル
ホ
ド
ノ
チ
ヤ
ウ
ジ
ヤ
デ
モ
イ
ノ
チ
ヲ
ウ
シ
ナ
イ
テ
ナ
ニ
ノ
ヱ
キ

ガ
ア
ル
カ

シ
ヵ
ル
ニ
ダ
ン
ナ
ア
ワ
レ
ミ
ヲ
カ
ケ
テ
カ
ノ
シ
ヤ
ク
セ
ン
ヲ
ミ
ナ
マ
ケ
テ
チ
ヤ
ウ
メ
ン
ヲ
ケ
ス
ユ
ヱ
マ
イ

、
ラ
レ
ョ
ト
ギ
ョ
イ
ア
リ
－

●
・

》
ユ
ヂ
ヤ
ノ
ゲ
ミ
・
ノ
テ
ン
カ
サ
↓
、
マ
ン
ザ
イ
デ
ー
メ
・
デ
タ
ク
零
コ
ザ
イ
マ
ス

Ｌ

〆

は
動
詞
形
の
み
に
し
て
、
サ
ム
ラ
イ
ヒ
ト
ヲ
ト
ル
。

な
ど
改
油
て
ゐ
ろ
。
一
山
排
判
‐
一
と
い
ふ
誌
は
、
Ｇ
本
に
は
セ
イ
・
ハ
イ
と
い
ふ
名
詞
、

、

ザ
ム
ラ
イ
ヨ
Ⅲ
〃
ア
ラ
タ
メ
ラ
、
ル

五
八

非
マ
シ
メ
ル
と
い
ふ
助
詞
の
二
瀞
あ
る
が
、
と
の
本

叉
は
ア
ラ
タ
メ
ル
・
ワ
キ
マ
ヘ
ル
な
ど
い
ひ
、
仙
界

一



可

L

〆

コ
ン
や
〈
ン
‐
ニ
ワ
ド
リ
マ
ダ
ウ
タ
ハ
ヌ
・
マ
一
言
一

ド
ノ
ヒ
ト
デ
モ
カ
タ
ナ
ヲ
モ
チ
イ
ル
ヒ
ト
ワ
カ
タ
ナ
ノ
厚
ハ
ク
ソ
ニ
ナ
ル

な
ど
の
文
句
を
読
ん
で
見
る
と
、
た
と
ひ
手
Ⅱ
Ｍ
は
し
に
流
滑
さ
と
峡
い
℃
ゐ
る
と
し
て
も
、
川
紙
が
庇
に
ｎ
本
雌
衆
矛
一
の
も
の
に
仰
し
て

０
■

躍
る
の
芹
癌
え
、
如
何
に
も
と
微
笑
坪
禁
じ
緋
な
い
も
の
さ
へ
あ
る
。
」
『

一
、

川
み
に
、
附
記
の
約
翰
仰
は
Ｇ
氏
識
の
そ
れ
を
移
痛
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
只
そ
の
戯
辨
の
或
物
が
Ｗ
氏
川
川
の
そ
れ
に
改
め
ら
弧
妬

少

一
』

ゐ
る
。
ゴ
ク
ラ
ク
を
テ
ン
ノ
ッ
カ
サ
に
、
カ
ミ
サ
マ
を
テ
ン
シ
に
、
ニ
ス
、
ク
を
ジ
イ
サ
ー
ノ
ス
に
、
》
オ
ナ
ゴ
を
オ
ン
ナ
に
、
ク
ヒ
モ
ノ
を

Ｆ

タ
ベ
モ
ノ
に
、
ト
コ
を
ト
コ
ロ
に
、
メ
ケ
タ
を
ミ
ッ
ケ
タ
に
、
ク
ャ
シ
ワ
陛
夕
や
シ
に
入
杵
へ
た
如
き
に
過
ぎ
芯
い
。
こ
れ
は
ｗ
氏
が
Ｇ

Ｉ
Ｊ
，
ト
ト
ー
，
９
１
１
１
１
１
‐
１
１
０
１
８
０
■
■
Ｉ
Ｉ
Ｕ
■
０
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
０
Ｊ
ｌ
Ｂ
０
ｄ
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
ウ
ー
，
０
１
１
１

１
１
１
１

氏
課
約
翰
傳
一
〃
一
・
ｎ
分
の
鳩
太
傅
に
準
じ
一
．
」
改
課
し
よ
う
ル
｜
企
一
」
た
の
だ
と
も
兄
ら
伽
る
も
の
で
あ
る
か
、
し
か
し
之
は
前
述
の
如
く
巻

肯
の
極
め
て
小
部
分
で
あ
っ
て
さ
う
し
た
想
像
は
除
り
川
過
ぎ
た
こ
と
に
な
る
『
』
あ
ら
う
。

次
に
こ
の
課
本
が
、
爽
詳
本
と
共
に
淡
課
本
龍
蛾
．
本
の
一
つ
、
む
し
ろ
錐
一
潅
木
と
し
た
こ
と
は
、
《
耐
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

文
字
上
か
ら
見
た
淡
諜
本
は
、
池
の
何
本
よ
り
も
日
本
誌
へ
の
開
係
が
近
特
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
《
て
れ
故
こ
の
木
簡
、
字
音
の
術
語
の

多
く
を
そ
の
ま
ｋ
漢
識
本
か
ら
僻
入
れ
た
こ
と
は
、
例
〃
県
げ
る
に
も
及
ぶ
ま
い
が
、
畔
に
は
Ｈ
卒
語
に
し
に
く
い
謡
を
、
瀧
灘
作
に
つ

い
て
そ
の
漢
字
を
惜
り
、
そ
れ
を
昔
祇
し
て
之
に
代
へ
て
ゐ
る
場
合
も
あ
る
。
。

○

・
ナ
ン
ジ
ヲ
イ
ノ
ラ
ル
．
ナ
ラ
。
〈
ソ
〃
ノ
ヒ
ト
ニ
シ
ュ
グ
サ
セ
ラ
レ
ョ
（
弧
剛
村
帆
之
）
、

、
二
｛
ハ

一

Jf

北

ワ

。

、
■

一



勺

P

守、

ぱ
ゐ
ろ
が
「
丁
税
」
を
ア
タ
マ
ガ
、
リ
な
ど
い
っ
て
あ
る
の
も
、
洩
詳
本
の
洩
宇
に
即
い
た
碓
誰
で
あ
る
。

漢
文
脆
繩
に
つ
い
て
今
一
つ
瓢
著
な
鮎
は
、
「
欲
」
字
に
即
い
た
ホ
ッ
ス
、
－
１
川
」
半
に
つ
い
た
ス
ナ
ハ
チ
ー
戎
一
宇
に
つ
い
た
ア
ル

イ
ワ
な
ど
を
川
ゐ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｏ

ヒ
ト
ョ
リ
・
カ
ャ
ウ
ニ
ア
ィ
シ
ラ
ワ
レ
タ
イ
ト
ホ
ッ
ス
ナ
ラ
バ
（
所
欲
人
施
読
師
汁
）
一

○

●

ワ
レ
ー
ノ
ワ
レ
ミ
ヲ
ホ
ッ
ネ
タ
や
シ
ゾ
ナ
ヘ
モ
ノ
ハ
コ
ノ
マ
ヌ
（
我
欲
誇
伽
而
不
欲
祭
祀
）

〃
マ
タ
子
ガ
フ
ナ
ラ
等
〈
、
ス
ナ
ハ
チ
ク
ダ
サ
ル
ク
ズ
子
ル
ナ
ー
フ
等
ハ
ス
ナ
ハ
チ
ミ
ッ
ケ
ダ
ス
モ
ン
ヲ
夕
、
ク
ナ
ラ
・
〈

○

○

Ｏ

ス
ナ
ハ
チ
ヒ
ラ
ク
（
水
川
予
鯛
誹
則
遇
之
叩
Ⅲ
剛
鰯
爾
畔
之
）

○
○

Ｏ

ミ
ガ
白
バ
イ
ア
ル
イ
ワ
六
十
バ
イ
ア
ル
イ
ワ
一
二
十
や
ハ
ヱ
走
雪
》
（
結
在
或
両
倍
或
六
十
幡
或
二
子
慨
）

こ
れ
ら
・
を
兄
る
と
、
戸
｝
の
識
諜
に
は
瀧
文
抑
液
の
出
来
る
も
の
が
参
加
し
て
ゐ
た
と
凡
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
諸
れ
は
果
し
て
何
人

で
あ
っ
た
か
疑
問
で
あ
る
。

、

Ｆ
一

て
あ
る
の
も
、
洩
諜
本
の
漢
字
に
即
い
た
確
誰
で
あ
る
。

犬
ｏ

Ｏ

ギ
ニ
シ
タ
ガ
ッ
テ
ナ
ン
ヲ
ウ
ケ
ル
と
ト
ソ
（
爲
漉
而
噛
辿
祥
汁
）

０
○

，
茂
ア
ル
ヒ
ト
ワ
マ
子
カ
ヌ
（
非
招
推
人
）
．
。

辛
－
Ｆ
》
■

Ｏ

ニ
ン
ゲ
ン
ノ
マ
ヱ
デ
ワ
レ
ヲ
認
ズ
ル
ヒ
ト
ワ
（
細
我
於
人
前
櫛
）

仏
起

ノ
ウ

０
０

０

智
ナ
ラ
ピ
ニ
・
・
サ
ヤ
ウ
ノ
フ
シ
ギ
ノ
コ
ト
デ
キ
ル
能
ソ
（
此
智
慧
與
此
異
能
）

右
の
例
逓
兄
る
と
、
洩
禅
本
に
つ
い
筵
灘
し
た
こ
と
が
進
だ
明
瞭
で
あ
っ
て
、
中
に
は
文
字
を
逐
う
て
直
課
し
た
と
恩
は
れ
る
所
さ
へ
も

あ
る
の
で
あ
る
。
熟
語
の
利
諜
に
し
て
も
、
「
群
永
・
」
駐
ム
レ
プ
タ
、
一
‐
汚
鬼
」
を
ク
サ
レ
オ
ニ
又
は
ケ
ガ
レ
オ
ニ
な
ど
い
ひ
、
昨
け
て

凸

一



、

〆

・
》
●
・

こ
Ｌ
に
附
記
し
た
い
一
つ
は
、
鋪
二
十
一
章
に
あ
る
「
倣
髄
山
ｒ
一
と
こ
の
本
が
「
タ
ン
ベ
ト
イ
フ
ヤ
ご
駐
課
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

カ
シ
ラ
ン
ザ
シ

●

（
価
し
後
に
は
洪
字
で
「
撤
撹
山
一
と
沓
い
て
も
あ
る
の
に
）
タ
ン
パ
と
い
ふ
名
は
英
諜
に
も
淡
諜
に
も
見
え
ぬ
所
で
あ
っ
て
、
或
は
原

語
に
《
一
も
さ
う
し
た
語
が
あ
る
の
か
と
捜
索
し
た
結
果
、
タ
ン
、
〈
は
や
は
り
支
那
蒜
種
あ
る
戸
一
と
が
わ
か
っ
て
聴
い
た
の
で
あ
る
。
宇
普

．
。
Ｏ

に
よ
る
上
野
生
の
倣
概
と
弓
臓
八
樹
」
と
い
ふ
さ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
支
那
語
に
再
課
し
た
と
も
見
る
。
へ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
他
に
麺
例

ｅ
●

の
少
い
も
の
で
あ
ら
う
。
一

次
に
瀧
繩
本
に
は
皆
淡
語
課
さ
れ
て
ゐ
る
詩
で
あ
っ
て
、
稀
に
は
宗
教
界
に
仙
川
さ
れ
て
ゐ
る
原
証
を
以
て
、
そ
れ
に
代
州
し
て
あ
る

場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
彼
等
漂
流
雄
の
ｎ
に
も
詩
ひ
な
ら
さ
れ
て
ゐ
た
ら
う
と
と
が
惣
隙
さ
れ
て
、
殊
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

ク

ヱ
ホ
ウ
ワ
（
主
爾
之
紳
）
フ
ワ
ラ
キ
デ
ン
（
凧
維
）
ミ
サ
ヤ
（
基
督
磁
鈍
主
）

夕

抵
ど
が
廷
で
あ
る
。
ア
メ
ン
（
亜
孟
）
も
、
巻
末
に
は
『
ミ
ギ
ノ
コ
ト
ミ
ナ
↓
、
コ
ト
ナ
リ
」
と
鐸
さ
熱
て
ゐ
る
が
、
雛
六
瀬
の
主
祷

文
に
は
重
ム
ヱ
ム
〃
｜
と
音
の
ま
Ｌ
出
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
仮
名
挫
き
も
亦
彼
律
の
推
倣
群
で
記
し
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
中
に
は
却

っ
て
英
諦
の
發
昔
に
近
い
も
の
な
ど
が
あ
っ
て
而
白
い
。
伽
乙
凶
に
珍
し
い
一
つ
の
例
は
、
災
澤
本
に
も
洩
課
本
に
も
音
為
さ
れ
て
ゐ
る

』
ジ
ン
か
鋒
ン
■

固
有
名
詞
で
あ
っ
て
、
こ
の
課
本
が
沈
語
謀
し
て
ゐ
る
そ
れ
で
あ
る
。
デ
ヵ
ポ
リ
ス
（
英
課
ロ
の
同
名
ｏ
房
洩
課
低
加
波
利
）
を
「
拾
城
」

Ｑ

と
し
て
あ
る
の
が
姥
で
あ
る
。
勺
詞
珂
例
訓
訓
（
曾
冨
夛
撒
価
）
と
い
ふ
制
は
、
英
課
に
も
枇
禅
に
も
川
打
猪
詞
と
し
て
陳
糾
の
ま
瓦
で
あ
る

の
に
、
こ
の
本
は
わ
ざ
，
Ｊ
１
課
し
て
テ
キ
又
は
ア
ク
ガ
タ
キ
と
い
ふ
國
語
に
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
は
無
細
ｗ
氏
自
身
の
手
細
工
が
入
っ
て

ゐ
ろ
で
あ
ら
う
。
‐

経
に
柵
堆
の
時
代
色
か
ら
観
る
と
，
荷
ふ
ま
で
も
な
く
然
聯
末
期
の
そ
肌
で
あ
つ
一
」
、
政
治
機
幟
か
ら
来
る

T

夕

ー

’



ユ
ッ
ヶ
（
祭
司
）
・
オ
シ
ョ
ガ
シ
ラ
（
祭
司
曇
）
・
キ
ャ
ウ
モ
ン
ノ
ホ
ン
（
聖
渋
）
な
ど
は
此
衆
に
根
弧
い
佛
激
川
諦
か
ら
で
あ
る
。

蛾
に
ｎ
分
は
か
い
七
か
ら
懐
い
て
ゐ
た
一
疑
問
に
つ
い
て
述
べ
た
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
け
Ｇ
氏
諜
本
に
於
て
も
亦
乙
の
沸
水
に
於
て

も
、
英
押
⑦
。
ｇ
に
封
し
て
ヵ
ミ
と
い
ふ
語
の
川
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
こ
と
で
曹
名
』
腫
接
英
諜
に
川
つ
た
な
ら
ば
と
も
か
も
も
、
洩
課
本

に
は
己
に
一
「
洲
」
半
を
以
て
之
に
憎
て
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
之
を
主
な
ろ
蕊
本
と
し
た
Ⅱ
本
人
に
は
、
“
自
然
カ
ミ
と
い
ふ
柵
に
等

，
、

ｆ
ｌ
ｆ
０
ｌ
，
’
恥
‐
‐
Ｉ
‐
‐
Ｉ
‐
↓
‐
’
，
‐

か
ろ
べ
き
だ
の
に
、
Ｇ
本
が
之
逓
令
コ
ク
ラ
ク
と
し
一
、
ｗ
本
が
一
プ
妙
ノ
ッ
ヵ
サ
と
・
・
必
七
ゐ
ろ
の
は
抑
盈
何
故
で
あ
ら
う
か
。
乙
肌
に
就
い

そ
自
分
は
繩
盈
私
汚
を
試
み
た
結
果
、
次
の
や
り
な
一
案
に
注
し
た
の
で
あ
る
。
川
は
く
、
と
が
ら
初
期
の
邦
諜
本
が
瀧
押
水
に
依
搬
し

、
句

一
た
て
と
は
否
定
し
緋
な
い
が
、
そ
の
川
ゐ
た
蕊
本
が
、
我
が
図
に
流
布
し
た
淡
課
本
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
ふ
の
に
在

ユ
ッ
ヶ
（
祭
司
）
・
計
訓
訓
‐
劃
刻
（
祭
司
曇
）
・
キ
ャ
ワ
モ
ン
ノ
ホ
ン
（
聖
渋
）

な
ど
は
此
衆
に
根
弧
い
佛
激
川
諦
か
ら
で
あ
る
。
〆

始
）
・
一
ノ
マ
ク
ダ
リ
（
降
臨
）
・
剰
列
剴
刻
‐
（
祁
座
）
・
ダ
イ
コ
ク
テ
ン
（
財
災
）
・
〈
イ
ヲ
イ
タ
ス
（
拝
之
）
な
ど
は
祁
辿
起
眺
と
同

．
っ
て
も
よ
く
、
ヂ
尋
コ
ク
（
地
献
又
は
陰
府
）
・
ゴ
ク
ラ
ク
（
天
又
は
永
生
）
。
シ
ャ
《
．
〈
（
仙
〕
・
訓
引
制
（
死
）
・
｝
プ
ラ
（
御
難
）
・
シ

な
ど
の
民
衆
維
濟
上
の
迩
川
語
、
叉
は
ア
ケ
ム
ッ
・
イ
ッ
、
ハ
ン
・
マ
ツ
ピ
ル
・
ヤ
ッ
ハ
ン
・
ナ
、
ツ
ハ
ン
な
ど
い
ふ
昨
川
の
呼
び
方
ま

垂
旬

で
、
皆
一
仙
紀
前
の
も
の
で
あ
る
。
去

尚
宗
戦
上
の
川
諦
に
於
て
も
、
日
本
在
来
の
祁
道
の
そ
れ
や
．
殊
に
根
批
い
佛
教
の
常
川
研
が
、
將
新
し
い
こ
の
朱
激
の
術
祇
に
襲
川

ｊ
ｇ
Ｉ
－
ｌ
ｌ
－
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｈ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｊ
１

ＩＩＩＩＩｌｌｌｌ

な
ど
の
階
級
名
か
ら
、
ジ
ヤ
ウ
ノ
ウ
・
ウ
ン
ジ
ヤ
ウ
・
ブ
タ
マ
ガ
、
リ
・
ネ
ン
グ
・
銀
イ
チ
マ
イ
・
ギ
ン
ス
イ
チ
モ
ン
メ
・
キ
ン
チ
ャ
久

さ
れ
イ
ー
ゐ
る
こ
と
も
、
學
肴
の
作
っ
た
現
代
の
敬
称
識
な
ど
に
比
し
て
沁
懲
し
て
よ
い
こ
と
で
あ
る
。

テ
ン
カ
サ
マ
（
王
）
ミ
ダ
イ
（
女
王
）
・
プ
ギ
ャ
ウ
（
方
仙
）
“
サ
ム
ラ
イ
（
群
判
人
）
・
ケ
ラ
イ
（
供
又
は
從
粁
）

一
■

オ
ホ
ジ
ョ
ャ
（
收
丁
税
符
）
ゲ
ー
ン
（
至
微
）
、
ダ
イ
ミ
ャ
ウ
（
太
人
）
ト
ノ
サ
マ
（
人
消
）

一
■
（
人
淌
）

●

一

テ
ン
チ
カ
イ
ビ
ヤ
ク
ノ
ト
キ

①
、
』
・

エ
ノ
ー
ー

日

（
元

〆

r

■
手



Ｂ
Ｉ
Ｆ

ﾉ

こ
の
内
式
ピ
リ
ッ
ト
並
に
ホ
リ
ゴ
ー
久
卜
に
封
す
』
ね
ｗ
氏
課
の
セ
イ
ジ
ン
は
聖
艸
で
あ
り
、

Ｏ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
一

一
人
で
あ
る
が
、
力
ジ
ン
と
あ
る
の
は
そ
の
洩
宇
が
乍
川
で
あ
る
。

ｎ
分
は
洪
詳
本
の
極
獅
に
つ
い
て
、
ま
だ
十
分
の
知
識
筵
も
つ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
が
、
・
維
新
前
後
に
我
が
剛
に
流
布
し
て
、
肌
に
訓

靴
附
き
の
本
と
も
な
り
、
通
行
和
課
本
の
牽
本
と
も
な
っ
た
沈
課
本
は
、
怜
も
淡
課
本
の
代
表
の
如
く
妓
も
庇
く
行
は
れ
た
も
の
の
や
う

に
思
禽
し
か
し
淡
諜
本
に
は
他
に
二
二
一
の
異
識
本
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
今
こ
の
場
合
に
必
要
な
一
異
本
を
姑
ら
く
家
減
の
架
巾
か
ら

●

引
川
す
こ
と
を
許
し
て
い
た
宮
き
た
い
ｑ
私
の
本
は
‐
一
八
五
九
年
（
成
蠅
九
）
の
上
海
醗
海
耕
愉
の
印
木
で
、
紺
新
約
灸
部
川
冊
の
も
の

《
、

で
診
ね
。
こ
の
本
が
何
時
Ⅲ
来
て
、
．
↑
何
峅
初
め
て
上
版
さ
れ
た
か
を
知
ら
な
い
が
、
凡
そ
そ
の
諜
丈
の
棚
潔
な
る
軸
に
於
て
流
布
本
と
は

大
分
異
な
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
語
錐
に
於
て
も
亦
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
今
そ
の
川
立
っ
た
激
語
を
あ
げ
て
Ｐ
流
布
本
の
そ
れ
ら
と
對

照
し
、
併
壮
て
Ｇ
本
。
ｗ
水
の
識
語
と
比
岐
す
勾
乙
と
に
す
悪
。

ｈ

Ｕ

●

英
課
一

○
ｏ
ｑ
・
い
已
尉
拝
、
函
○
辱
○
ず
○
鼻
勺
埼
ｏ
で
ロ
黒
・
い
、
汽
曽
曾
門
の

異
本
．
ｋ
帝
聖
・
先
登
猟
・
経
又
は
記
》

己流
布
本
刺
．
・
・
｝
蠅
一
聖
‐
災
ｆ
一
両
群
聖
書
、

マ
ヱ
カ
ラ
シ

Ｇ
・
氏
課
熱
コ
ク
ラ
ク
カ
ミ
又
は
シ
ン
カ
ミ
ツ
テ
オ
ル
ヒ
↑
キ
ヨ
宅
ン
ノ
ホ
ン

セ
イ
ジ
ン

ｗ
氏
課
テ
ン
ノ
ッ
カ
ザ
セ
イ
ジ
ン
セ
イ
ジ
ン
又
愈
カ
ジ
ン
キ
ヤ
ウ
毛
ン
ノ
ホ
ン

ろ
。

1

、

プ
ロ
フ
エ
ヅ
ト
に
對
す
る
セ
イ
ジ
ン
は
聖

■
吟
、
■
凸
Ｐ

三
ヶ
一
二 一

、

4

』

、

、



’

■■

な
‐
い
・
・
史
に
ｗ
氏
の
謙
語
に
つ
い
て
見
る
時
、

な
い
ｃ
・
史
に
ｗ
氏
の
識
語
に
つ
い
て
見
る
時
、
テ
ン
ノ
ッ
ヵ
サ
と
い
ふ
詔
が
、
枕
布
本
の
頑
川
」
よ
り
も
異
本
の
一
〃
上
怖
’
一
に
つ
い
た
と

牛

』

ａ

旬

ザ

ン

ゆ

》

見
る
方
が
自
然
で
あ
り
、
「
聖
艸
」
と
い
ふ
語
荏
異
本
そ
の
ま
Ｌ
に
採
川
し
て
ゐ
る
こ
と
、
・
う
い
フ
エ
ッ
ト
と
セ
イ
ジ
ン
（
聖
人
）
と
し

た
こ
と
は
『
光
加
・
一
・
一
減
言
粁
」
の
何
れ
の
川
手
に
も
開
係
づ
け
に
く
い
と
し
て
も
、
キ
ャ
ウ
モ
ン
ノ
ボ
ン
は
Ｇ
氏
沸
と
側
君
↑
あ
つ

ィ
｜
、
や
は
り
異
本
起
源
と
い
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
か
く
兄
て
来
る
と
。
Ｇ
火
Ｗ
氏
と
も
に
、
厳
本
と
し
た
沈
弾
本
は
異
水
苅
し
く

●

唇
七
郎
に
似
た
本
に
あ
っ
た
と
言
は
な
人
て
は
な
ら
な
い
。
元
来
「
川
」
字
を
カ
ミ
と
繩
す
る
こ
と
は
、
否
で
咄
Ｈ
本
人
に
は
引
か
れ
る

の
が
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ｇ
氏
か
己
に
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
「
抑
」
字
を
カ
ミ
と
課
し
た
ら
し
い
の
で
も
知
れ
ろ
。
殊
に
一
帥
」
の
群
》
刑
で

已

シ
ン
と
も
咄
而
つ
た
こ
と
な
ど
は
愈
掩
そ
の
事
牡
弧
く
立
證
す
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
Ｇ
氏
．
ｗ
氏
が
今
コ
ッ
ド
を
カ
ミ
と
課
し
細
旗
か

つ
た
こ
と
は
、
卜
蟻
本
と
し
た
洪
諜
本
が
今
の
流
布
本
で
は
な
く
て
、
流
布
本
よ
り
も
古
い
課
と
兄
ら
れ
る
異
本
で
あ
っ
た
こ
と
に
超
脚
し

ず

ぶ

み
た
土

て
ゐ
る
と
恩
ふ
。
之
に
反
し
て
通
行
和
諜
本
が
「
川
」
・
忍
苦
な
ど
い
ひ
、
「
聖
小
讐
・
弓
魎
一
両
村
」
・
「
聖
北
脚
一
な
ど
淀
川
ゐ
て
あ

る
の
は
〈
皆
流
布
洩
諜
本
か
ら
そ
の
ま
上
取
っ
て
來
た
も
の
で
あ
る
。

大
川

さ
て
異
本
に
於
て
は
『
抑
」
半
は
ゴ
ッ
ド
で
は
な
く
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
錐
に
川
ゐ
て
あ
る
。
従
っ
て
流
布
本
の
「
川
灌
讐
の
場
へ
叩
は
‐

。
ノ

異
本
で
陣
ｌ
偏
握
帝
之
抑
」
と
課
し
て
あ
っ
て
、
「
洲
」
半
の
用
法
が
全
く
ち
ご
は
ご
で
あ
お
・
そ
こ
で
Ｇ
典
の
繩
諸
歴
一
ろ
の
沈
織
水
の

川
宇
に
比
技
し
て
見
る
と
、
ゴ
ク
ラ
ク
は
と
も
か
く
と
し
て
、
カ
ミ
は
や
は
り
流
布
本
よ
り
も
異
本
の
一
‐
岬
」
耕
し
く
は
「
聖
椰
」
の
そ

れ
に
關
係
が
深
い
。
マ
ヱ
カ
ラ
シ
ッ
テ
オ
ル
ヒ
ト
が
「
先
知
」
の
課
、
キ
ョ
モ
ン
ノ
ホ
ン
が
亦
累
陛
の
課
だ
ら
も
と
と
は
想
像
に
雌
く

七

一

Ｆ
Ｊ

／

9

召

〆



■

こ
の
本
の
川
語
に
は
℃
多
く
の
俗
諦
か
表
れ
て
ゐ
る
か
、
そ
帥
ら
に
は
叉
方
荷
的
墹
微
を
可
な
り
色
濃
く
見
せ
て
ゐ
与
勾
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
故
一
従
之
を
地
方
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
、
庄
減
が
九
州
の
水
夫
で
あ
っ
た
と
い
ふ
靴
か
ら
も
元
閑
却
し
得
涯
い
も
の
で
あ
ら
う
。

》

・
方
言
的
塒
微
の
雄
一
は
普
訓
に
於
て
表
れ
て
ゐ
ろ
。
先
づ
前
述
の
ク
ワ
棚
諦
の
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
し
く
刺
と
暉
別
さ

、

れ
て
ゐ
ろ
の
を
見
る
と
、
腓
か
に
南
九
州
の
方
背
と
兄
て
よ
い
。
次
は
う
行
・
ダ
打
の
混
浦
で
あ
る
。

ア
ン
ダ
ク
（
安
樂
）
ク
ダ
（
倉
）
グ
ワ
ン
ダ
イ
．
（
元
来
）
、
ヘ
デ
ヱ
デ
（
ヘ
レ
ー
デ
）

メ
レ
タ
ク
（
め
で
た
く
）
ヒ
ラ
リ
（
左
）
ラ
ン
ジ
キ
（
断
食
）
カ
ダ
ラ
（
か
ら
だ
）

な
ど
酌
こ
の
鉗
談
は
相
常
に
多
い
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
九
州
の
み
と
限
ら
な
い
が
、
九
州
方
苦
に
も
存
す
る
著
し
い
鮎
で
あ
る
。
』

ど
恥
こ
の
鉗
談
は
相
常
に
多
い
。
こ
れ
は
坪

ノ

ノ

モ
毛
で
ザ
０
プ
プ

・
ア
ヲ
ナ
キ
テ
ス
ブ
オ
ム
ク
マ
ム
ラ
レ
ョ
カ
モ
イ
ナ
サ
ル
ナ
ソ
、
ヤ
ク
ツ
ポ
ヤ
キ
テ
ヒ
ト
ッ
ポ

オ
ホ
カ
メ
マ

ウ

キ
ヘ
ヒ

イ
ゴ
ク
ヱ
ザ
リ
サ
イ
モ
ツ
ウ
ヱ
パ
ヱ
（
僻
）

右
は
傍
記
し
た
小
字
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
必
ず
し
も
九
州
の
も
の
の
み
で
は
な
い
か
、
大
半
は
九
州
香
と
見
て
妨
げ
な
い

更
に
一
斉
の
満
測
に
つ
い
て
九
州
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。
ザ
ウ
シ
テ
を
ソ
ウ
ジ
テ
と
い
ひ
、
ヒ
キ
ヌ
イ
テ
殖
ビ
キ
ヌ
イ
デ
と
い
ふ
如
き
で

あ
る
。
ハ
ッ
ト
（
法
度
）
は
こ
の
本
で
衿
ハ
ッ
ド
と
測
っ
て
ゐ
る
が
、
元
来
閏
諦
の
促
箭
は
浦
一
帝
の
前
に
は
存
す
る
が
、
濁
音
に
先
だ
つ

と
・
と
の
出
来
な
い
の
が
特
性
で
あ
る
の
に
、
南
九
州
に
は
濁
・
帝
前
の
促
喬
が
地
方
的
に
可
能
に
な
っ
て
ゐ
る
。
安
息
日
は
モ
ン
ピ
と
い
ふ

六
五

Ｇ
あ
ら
う
。

、

緋
晋
の
移
動
し
た
誰
り
も
可
な
り
兄
え
る
。

ノ

ノ

モ

・
ア
ヲ
ナ
キ
テ
ス
ブ
オ
ム
ク

、

○
。

4I

旬



・
の
か
杵
辿
で
あ
る
の
に
、
反
っ
て
モ
ン
ピ
と
浦
ん
で
一
両
ふ
の
も
セ
ン
ベ
ィ
と
セ
ン
。
ヘ
イ
と
い
ふ
や
う
に
恐
ら
く
九
州
人
の
癖
で
あ
ら
う
ｑ

次
に
辿
峠
的
溌
化
即
ち
川
化
昔
で
あ
る
が
、
ワ
と
礎
背
す
る
助
訓
〈
が
擬
音
ン
の
影
郷
で
ナ
と
な
る
例
が
見
え
る
。

０

０

．
ジ
、
ン
ナ
ミ
ヱ
ヌ
ケ
レ
ド
モ
…
…
シ
ヤ
ク
セ
ン
ナ
‐
ミ
ナ
マ
ケ
ー
プ
ヤ
リ
ケ
ル
ナ
リ
｜
↓

．
－

０

サ
ン
ョ
ウ
（
算
川
）
を
サ
ン
ニ
ヤ
ウ
と
し
た
の
も
見
え
、
叉
一
称
の
子
秀
川
化
で
あ
る
が
、
「
生
マ
レ
ル
』
と
い
ふ
誹
に
限
っ
て
ム
マ
レ
↑

０
ｊ

『
一
Ｊ

ル
と
ム
に
裸
か
れ
て
ゐ
ろ
の
は
、
多
分
さ
う
發
・
背
し
た
ら
し
く
、
こ
れ
も
九
州
に
残
っ
て
ゐ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

川
翁
ン
・
ヂ
・
ズ
・
ヅ
の
匝
別
か
、
こ
の
本
の
假
狢
表
記
に
於
て
全
然
混
乱
し
て
ゐ
る
の
は
、
九
州
風
で
な
い
鮎
で
あ
る
。
こ
れ
は
砿
か

一
Ｌ
一

に
こ
の
訓
詳
に
他
地
方
の
、
が
入
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
Ⅲ
は
せ
る
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
之
と
慨
槻
し
て
音
訓
の
鮎
に
於
て
は
、
九
州
的
塒

句

性
が
可
な
り
弧
陛
に
表
肌
て
ゐ
ろ
と
言
っ
て
よ
い
。
．
〃

詔
錐
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
香
韻
愛
化
の
中
の
も
の
も
無
論
之
に
入
り
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
於
て
自
分
に
斗
迷
い
も
の
茄

・
、

一
〃
Ｐ
■
夕

干
筵
継
げ
る
。
唯
と
イ
ヶ
又
は
ボ
グ
ク
、
繩
と
メ
ゞ
．
、
侭
弊
粁
を
司
刊
雪
勿
荊
を
ゲ
ズ
ノ
キ
、
郷
里
と
プ
ナ
ガ
と
い
ひ
、
號
泣
を
孔
キ

ズ
、
リ
と
押
し
て
あ
る
如
き
は
方
言
ら
し
い
。
災
を
ミ
イ
と
長
め
一
心
の
は
雌
か
に
肥
後
地
方
の
判
癖
と
聞
い
て
ゐ
る
・
“
十
字
架
を
ハ
ク
モ

ノ
ギ
又
は
ハ
タ
ギ
と
い
ひ
、
果
物
の
收
稚
逓
訓
刻
剖
訓
刈
な
ど
い
ふ
の
は
、
ゞ
ち
ょ
っ
と
そ
の
迩
味
が
解
し
に
く
い
。
衣
物
逓
キ
リ
モ
ノ
と
い

一。〃○ひ、サリジョウとい冬へき離縁肱をサルジョウなどいふのも地方的の批りであり、狼をオホカメといふのは、文秘幽

へ
勺
‐

課
の
伊
群
傑
物
研
に
も
見
え
て
ゐ
る
が
、
多
分
九
州
で
も
さ
う
言
っ
た
で
あ
ら
う
。
薄

ロ

ト
勺
壬
に

動
詞
に
於
て
は
、
・
罪
逓
悔
改
め
る
に
ト
メ
ル
、
礎
ろ
義
に
ム
セ
ル
、
收
稚
す
・
班
を
刻
刻
制
訓
釧
刈
な
ど
い
ふ
の
は
方
詩
ら
し
く
、
カ
ー
ブ

命

し
ウ
リ

ル
を
兼
排
つ
こ
と
に
い
ふ
の
も
九
州
に
行
は
伽
て
ゐ
ろ
。
僻
ろ
に
リ
ョ
ウ
ル
と
い
ふ
の
は
料
理
を
析
川
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
諦

一
、
．
一
一
一
。
’
一
一
一

’

↓
、
勺
、

エ
ノ
ユ
ノ

一

■
Ｌ

戸

~



ノ

ジ

夕

〆

／

だ
け
は
東
側
の
も
の
の
や
ら
に
、
心
は
れ
ろ
。
そ
の
他

〆

一
己

一
ノ
ナ
タ
ー
ノ
オ
ボ
シ
メ
シ
ニ
ナ
シ
ー
プ
ア
ダ
サ
レ
、

ジ

カ
ン
ラ
ン
ト
イ
ブ
ヤ
マ
ニ
サ
イ
テ
マ
イ
リ
ナ
サ
レ
ケ
ル
一

〆

、
．
ゾ
フ
カ
ラ
シ
ナ
ワ
ー
．
ミ
ナ
．
。
ク
サ
ョ
リ
オ
ホ
ギ
ウ
シ
ラ
キ
ー
ナ
リ
ケ
ル

〆
伊

な
ど
の
ナ
シ
テ
・
サ
イ
テ
．
，
シ
テ
は
た
し
か
に
九
州
人
の
口
で
あ
り
、
形
詐
荊
シ
ク
柄
の
池
川
・
辿
船
の
語
尾
を
呑
ん
で
、
ア
タ
ラ
シ

ー
ｌ

、

（
イ
）
モ
ノ
ー
ノ
タ
ラ
シ
（
ウ
）
ノ
ム
な
ど
い
ふ
の
も
亦
凹
閏
の
も
の
で
あ
ら
う
。

経
に
糾
法
で
あ
る
が
、
己
述
の
如
く
一
硬
派
川
の
一
段
化
か
弧
く
て
、
オ
ゾ
ル
・
ヲ
シ
ュ
ル
・
‐
タ
ス
ク
ル
・
ヵ
、
ス
ル
・
コ
ロ
サ
ル
、

と
い
ふ
や
う
が
形
が
全
然
見
、
え
な
い
の
は
、
純
粋
な
東
剛
風
で
あ
っ
て
九
州
の
塒
色
が
全
く
失
は
れ
て
ゐ
る
。
ロ
ハ
動
詞
の
四
段
化
側
向
は

、

』
、

祁
僻
撒
く
表
帥
て
ゐ
冨
例
２
段
柵
川
諦
の
辿
総
形
に
維
止
形
淀
川
ゐ
る
の
も
、
そ
の
側
向
の
表
れ
で
あ
る
が
、
、
サ
行
遡
格
の
「
欲
ス

Ｏ

ル
」
一
死
ス
ル
１
－
甦
ホ
ッ
サ
ヌ
と
か
調
剤
刻
刻
釧
刈
と
か
剥
釧
訓
割
剖
刻
と
か
い
ひ
、
二
段
活
廻
砧
の
一
、
カ
セ
ー
プ
莚
マ
ヵ
シ
ー
ズ
ア
ッ
メ
サ
セ
テ
莚

、
Ｏ

ア
ッ
メ
サ
シ
テ
な
ど
い
ふ
の
も
娃
死
あ
っ
て
、
接
四
幽
風
で
あ
る
。
価
し
サ
打
鍵
桁
諦
の
ズ
ル
駐
シ
ル
と
い
ふ
こ
と
、
即
ち
ゾ
ン
ジ
ル
（
信

ず
る
）
・
シ
ョ
ジ
ル
（
生
ず
ろ
）
な
ど
い
ふ
の
ば
來
剛
風
で
あ
り
、
叉
ス
ル
を
セ
ル
と
い
卦
垂
と
、
即
ち
カ
ル
ク
セ
ル
・
カ
ゥ
ヵ
ウ
ヲ
セ

守

刈
馴
列
刻
到
刈
・
化
セ
ル
な
ど
い
ふ
の
も
束
幽
の
一
地
方
形
で
あ
ら
う
。
こ
れ
ら
は
Ｇ
氏
押
に
も
巳
に
鵬
て
ゐ
ろ
の
で
あ
っ
て
、
一
．
確
か
に

ケ
ソ
ー
１
１
１
０
１
．

－
１
１

形
葬
詞
に
於
け
る
耕
し
い
九
州
孵
微
で
あ
る
ヨ
ヵ
・
ワ
ル
ヵ
な
ど
い
ふ
力
活
川
形
は
外
ど
見
え
な
い
。

ワ
ル
』
と
い
ふ
語
が
見
え
る
が
、
こ
の
力
ぱ
凝
間
の
力
ら
し
く
、
或
は
剰
訓
刺
刎
馴
刈
の
縦
鰯
ら
し
い
縦
か

●

そ
れ
に
倣
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

、

I

ー

』

～

〃
■
１
１
１
１
１
１
１
■
１
１
１
凸
Ｉ
。
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
８
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｊ
『

Ｏ

只
一
佃
虎
、
一
釧
オ
ホ
ヵ
ト
オ
モ

あ
る
か
ら
、
碓
読
に
は
な
ら
な

・
六
七
・
、
〆
．

、、



ゾ L

〆

自
分
が
Ｗ
氏
諜
本
に
擬
し
た
こ
の
蝿
太
仰
は
、
Ｇ
氏
禅
約
翰
仰
と
共
に
和
諜
の
初
期
”
も
の
で
あ
り
、
且
そ
れ
か
外
國
人
の
事
業
で
あ

り
、
史
に
中
剛
に
於
て
の
所
作
で
あ
り
、
而
も
我
が
日
本
諾
の
輔
佐
役
か
文
錐
敦
養
に
緋
け
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
自
然

■
一

事
衝
の
談
諜
も
生
じ
、
表
現
の
樹
を
得
な
い
所
も
あ
る
と
は
い
へ
、
之
を
Ｇ
本
に
比
鮫
す
る
時
、
締
雄
の
よ
り
熟
し
て
来
て
ゐ
る
こ
と
、

言
回
し
の
よ
り
自
然
で
あ
る
こ
と
、
從
っ
て
よ
り
注
》
樫
で
あ
る
と
と
難
は
、
買
っ
て
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
と
よ
り
Ｗ
氏
の

努
力
に
よ
る
所
が
多
い
が
、
亦
脈
誠
の
輔
佐
か
典
っ
て
大
き
か
っ
た
こ
と
も
認
む
く
き
で
あ
る
。
總
じ
て
行
文
に
漂
ふ
稚
拙
さ
、
而
も
そ

肌
に
漆
る
醇
眞
さ
に
は
、
庄
赦
そ
の
人
が
見
え
る
の
で
あ
っ
て
、
却
っ
て
愛
す
べ
く
軌
ぶ
べ
き
も
の
を
さ
へ
感
ず
る
の
で
あ
る
。
傳
ふ
る

六
八

い
。
や
は
り
文
に
書
く
と
い
ふ
意
識
か
ら
、
か
比
ろ
方
言
は
避
け
た
も
の
で
あ
ら
う
。
形
容
詞
の
通
用
形
ク
及
び
ハ
行
四
段
括
動
詞
の
連

用
形
フ
の
ウ
ー
音
便
は
、
ヒ
ク
ウ
・
タ
ッ
ト
ウ
・
ウ
ッ
ク
シ
ウ
・
メ
ズ
ラ
シ
ュ
、
オ
モ
ウ
テ
・
ネ
ガ
ウ
テ
・
ア
ラ
ウ
テ
な
ど
相
當
見
ら
れ
る

が
、
九
州
地
方
の
ヨ
ウ
デ
（
呼
ん
で
）
・
ノ
ウ
デ
（
呑
ん
で
）
芯
ど
い
ふ
形
は
全
く
見
え
な
い
。

以
上
で
方
言
的
考
察
の
概
要
を
絡
へ
る
が
、
、
課
荷
の
文
章
表
現
と
い
ふ
意
識
か
ら
、
力
め
て
避
け
ら
れ
た
俗
語
の
あ
っ
た
ら
う
と
と
は

。

勿
論
で
あ
り
、
Ｇ
氏
諜
を
挟
倣
し
た
こ
と
や
、
又
九
州
人
な
ら
ぬ
他
の
口
の
介
入
し
た
こ
と
竿
に
よ
っ
て
、
他
地
方
の
言
葉
の
混
じ
て
ゐ
‐

る
こ
と
も
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
ド
の
で
あ
る
が
、
元
来
文
兼
の
人
で
な
い
水
夫
北
の
杏
く
も
の
に
、
意
識
趣
し
に
踏
み
は
づ
し
た
地
方

語
の
入
る
こ
と
は
避
く
べ
か
ら
ざ
る
所
で
あ
っ
て
、
こ
の
鮎
に
於
て
は
九
州
応
た
る
庄
雌
の
拠
両
葉
か
相
當
に
見
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ

い
。
・

八

〃



、

1F

一

所
に
よ
る
と
、
Ｗ
氏
の
聖
書
和
諜
を
協
助
し
た
Ｈ
本
水
夫
は
、
韮
柵
新
教
の
偏
祥
と
な
っ
た
Ｈ
本
人
の
妓
初
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
は
れ

て
ゐ
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
庄
減
の
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
つ
そ
の
敦
維
に
机
柑
の
理
解
を
有
す
る
人
、
否
心
か
ら
な
過
信
者
で
な
く

て
、
只
日
本
語
・
日
本
字
に
御
す
る
機
械
的
な
操
作
だ
け
で
は
、
到
底
こ
れ
程
の
廠
媒
紙
ば
れ
な
か
っ
た
ら
う
と
田
』
は
れ
る
の
で
あ
る
。

（
昭
和
二
十
二
年
二
月
十
延
Ｈ
椛
）

、

す

｡

型

『

～

、

づ●

=℃･

ノ、

･ﾉL

、

､



1

～

、 ／

’
号

『

つ

~ー

、 園J一

H

一

～

／

●･ L

一

〆

～

0

h

､

~

〆

三 ケ

グ

〆

夕

〆

ダ

色

'




